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■当財団へのご寄付や賛助会費は、寄付金として税の優遇措置を受けられます。 

 詳細は、当財団へお気軽にお問い合わせください。 
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山 口 き ら め き 財 団 広 報 紙  

女
性
の
一
生
に
寄
り
添
う
法
律
書
「
お
と
め
六

法
」
の
著
者
、
上
谷

か
み
た
に

さ
く
ら
弁
護
士
を
講
師
に
招

き
、
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
自
分
や
家
族
を
守
る
対
処
法

や
、
解
決
に
役
立
つ
法
律
の
知
識
な
ど
、
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
講
演
会
は
、
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
や
ま

ぐ
ち
（
防
府
市
）
の
主
催
に
よ
り
対
面
と
ラ
イ

ブ
配
信
で
開
催
さ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
配
信

さ
れ
て
い
ま
す
。 

考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
「
別
れ
た
い
」
と
言
わ
れ
た
場
合
に

は
、
交
際
の
継
続
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。「
別
れ
た
い
」
と
い
う
の
も
、
相
手
の
幸

福
追
求
権
と
い
え
る
か
ら
で
す
。 

〇
交
際
中
の
ト
ラ
ブ
ル 

 

恋
人
の
間
で
の
暴
力
「
デ
ー
ト
D

V
」
を

直
接
規
制
す
る
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
的

暴
力
、
精
神
的
暴
力
な
ど
内
容
に
よ
っ
て
、
刑

法
の
傷
害
罪
、
暴
行
罪
、
強
要
罪
、
脅
迫
罪
な

ど
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
妊
娠
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

「
結
婚
も
認
知
も
し
な
い
」
と
言
わ
れ
た
場
合

に
は
、
調
停
や
裁
判
で
認
知
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

「
養
育
費
は
払
わ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
し
て

も
、
認
知
し
て
い
れ
ば
養
育
費
を
請
求
で
き
ま
す
。 

人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件

が
あ
り
、
自
由
に
で
き
ま
せ
ん
。
妊
娠
12
週
未

満
が
望
ま
し
く
、
12
週
以
降
は
死
産
届
を
提

出
し
、
埋
葬
許
可
証
を
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
22
週
以
降
は
、
妊
婦
か
ら
の
申
出
に
よ
る

中
絶
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

〇
離
婚
な
ど
に
関
連
す
る
ア
ド
バ
イ
ス 

 

離
婚
に
は
、
大
き
く
分
け
て
協
議
離
婚
、
調
停

離
婚
、
裁
判
離
婚
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

離
婚
す
る
と
自
動
的
に
旧
姓
に
戻
る
の
で
、

婚
姻
中
の
名
前
を
名
乗
り
続
け
た
い
と
き
は
、

離
婚
か
ら
三
月
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
。 

離
婚
で
親
権
を
母
親
が
持
つ
場
合
で
も
、
そ

の
ま
ま
で
は
子
ど
も
は
母
親
の
新
し
い
戸
籍

に
移
り
ま
せ
ん
。
家
庭
裁
判
所
に
母
親
の
旧
姓

に
変
更
す
る
「
子
の
氏
の
変
更
許
可
の
申
立
」

を
行
っ
た
後
に
、
役
所
で
「
入
籍
届
」
の
手
続

き
を
し
ま
す
。 

ま
た
、
夫
の
死
後
、
夫
の
家
族
（
姻
族
）
と

の
関
係
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相

続
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。
姻
族
を
終
了
で
き
る

の
は
配
偶
者
だ
け
で
、
夫
の
家
族
か
ら
姻
族
を

終
了
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

勝
手
に
離
婚
届
を
出
さ
れ 

る
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
役 

所
に
「
離
婚
届
の
不
受
理
申 

出
」
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

本
人
が
取
り
下
げ
を
し
な
い 

限
り
有
効
で
す
。 

こ
の
ほ
か
、
財
産
分
与
、
労
働
を
巡
る
ト
ラ

ブ
ル
や
弁
護
士
相
談
の
コ
ツ
な
ど
に
つ
い
て

も
、
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
  

  

  

手数料無料の専用の振込用紙で会費を

お振込みいただけます（振込用紙は 

当財団にご請求ください） 

２，０００円 年 会 費 

申込方法 

＊「賛助会員」加入のお願い 

当財団の取組を応援してくださる賛助会員を

募集しています。ご協力をお願いいたします。 

手数料無料の専用の振込用紙で 

お振込みいただけます（振込用紙 

は当財団にご請求ください） 

寄付の方法 

＊「ご寄付」のお願い 

当財団では、多くの企業や県民の皆様からの

ご寄付により、幅広い分野の県民活動を支援し

ています。当財団へのご寄付に、ご協力をお願

いいたします。 

《財団の取組》 

 県民活動団体などに講師・アドバイザーを派遣しています 
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山口きらめき財団をご支援ください 

「平生町『ひろげよう男
ひと

と女
ひと

』連絡協議会」の皆さんを対象に、

幸坂美彦さん（幸坂総合教育研究所 代表）が「男女共同参画の視点

からみた防災・減災」について講演された様子をご紹介します。 

専門の講師・アドバイザーが、団体の立ち上げや組織運営、相談員の研修、職場の女性活躍

などにアドバイスを行っています。派遣の経費は無料ですので、お気軽にご相談ください。 

登録講師・アドバイザーのリストはこちら http://www.y-kirameki.or.jp/jigyoannai/koushi-adviser  

《助成した活動の紹介》 

 山口県内の地域防災の現状は、役員やリーダ

ーの大半が男性で、活動内容も男性思考となっ

ています。災害から自分や家族、大切なものを

守るためには、暮らしの多くを担う女性の視点

を活かすことが必要です。 

 避難所は居住空間ではないため、プライバシ

ーはありません。避難生活が長くなると肉体的

にも精神的にもダメージが蓄積されたり、女性

に対する性被害などの問題が起こっています。 

避難所の運営は男性がほとんどなので、女性

から要望が出しにくく、女性にしか相談できな

いようなことがあります。 

そのため、自主防災組織や自治会の役員に女 

性が関わることや、女 

性防災リーダー育成す 

るなど、女性の参加と 

活躍の場を増やすこと 

が大切となります。 

幸坂美彦 さん 

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業 

『
お
と
め
六
法
』
の
著
者
か
ら
聞
い
て
み
よ
う 

～
女
性
が
遭
遇
し
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
と
法
律
～ 

 
 

上谷さくら さん 

〇
幸
福
追
求
権 

 

憲
法
第
13
条
で
保
障
さ
れ
た
幸
福
追
求
権

に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
自
己
決
定
権
、
肖

像
権
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

幸
福
追
求
権
に
よ
っ
て
、
誰
と
恋
愛
・
交
際

す
る
か
は
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と 



                                                                                                                            fu
jio

k
a
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■県民活動リレーイベント （１１月） 

 県民活動団体が他の団体を巻き込みながらイベント

を繰り広げるリレーイベントを下松市で開催しました。 

 下松市防災士会が中心となって、防災グッズづくり

や空き缶での炊飯体験、避難食の試食、避難所の運営

ゲーム、備蓄のアドバイス、災害時を想定したドロー

ンによる河川水位の測定など、災害時の心構えなどを

考えていただくイベントになり 

ました。 

 家族づれでの参加が多く、楽 

しみながら真剣に取り組まれて 

いました。 

きらめき NEWS VOL.5  

セミナー・イベント レポート 

■県民活動見学会（１０～１１月） 

 県民活動を地域で進めている県民活動推進委員の皆

さんが、「まちの住民館あかり」（岩国市）、「おしゃべ

りカフェうさぎ」（長門市）、「縄地ヶ鼻公園振興会」（山

陽小野田市）、「まんま会」（防府市）の活動現場を訪問

し、情報交換を行いました。 

 情報交換では、資金獲得のア 

ドバイスや一緒に活動したい、 

イベントに出演したいなど、有 

意義な話が交わされていました。 

 家族みんなで楽しみながら男女共同参画を進める

イベントを中部（山口市）と西部（山陽小野田市）の

２会場で開催しました。 

 中部会場では、広い一面のフロアーを使って、マジ

ック、エイサーなどのパフォーマンスや、防災グッズ

づくりやお絵かきなどのワークショップ、赤ちゃん広

場や男女共同参画のブースなどが所狭しと並びました。 

 

■家族みんなのフェスタ（１０月） 

「秋吉台映画村」が始まりました 秋吉台国際芸術村 

◆「秋吉台映画村」のご案内 

 料金：一般５００円、フレンズネット会員・高校生以下は無料 

 申込：電話（０８３７－６３－００２０） 

 ○１月１４日（土） 14：45～16：20  

  「アンコール‼」（日本語吹き替え版） 

   気難しい老人が、病床の妻に変わって参加した合唱をきっかけに、人生を

切り開いていくハートフルストーリー。 

  ※13：30～14：30 弦楽四重奏による映画音楽の演奏会 

  ○２月１８日（土） ○３月２５日（土） ※作品は未定です 

○「秋吉台映画村」では 

子どもから高齢者の皆さんまで気軽に楽しめる

作品を、毎月、映画コメンテーターのマニィ大橋さ

んの解説付きで上映します。 

コンサートを開催する会場で上 

映しており、ゆったりと上質な音 

響で鑑賞していただけます。 

スタートアップでは、音楽にち 

なんだ作品をお届けしています。 

 

県民活動推進委員リレーコラム  Vol.2 

地域での体験活動を継続させるために 

 私の住んでいる牟礼
む れ

地区で 

は、各団体が“心身ともに健 

やかな子どもを育てる”を目 

標に、体験活動に取り組んで 

きました。しかし、新型コロ 

ナの流行を受け、活動の中心である『子ども達の体

験活動』ができなくなりました。 

 活動休止が続きましたが、そうした中でもメンバ

ーみんなで新しいやり方を考え、「牟礼地区まるっと

スタンプラリー」を実施することになりました。 

 当日は３３家族９２名が、マイカーで地区の名所

を巡りました。「牟礼地区に住んでいるのに知らなか

った」「普段は見られない父親と息子の楽しそうな会 

話が交わされた」など、参加された皆さんはとても

満足された様子で帰宅されました。 

この取組を通じて、コロナ禍であっても“地域の

子ども達を守り、育てる”気持ちを持ち続けること

が活動継続につながり、これまでと同様、またはそ

れ以上の成果が得られるということが分かりまし

た。 

 コロナ禍がいつまで続くか分からない状況です

が、従来のような活発な活動を取り戻すためにも

「活動を継続すること」を 

決意し、知恵を出し合いな 

がら、地道に活動を続けて 

いきたいと思います。 

田村 浩行さん 

（防府市） 

 

 

助成対象：山口県内に事務所のある県民活動団体（ＮＰ

Ｏ法人、任意のボランティア・市民活動団体など） 

募集期間：１月４日～３月３１日 

《助成プログラム》 

①自立支援「ゆめ」プログラム 

  ○対象：団体の立ち上げ・自立をめざす活動 

  ○助成金額：２０万円以内/助成率１/２ 

 ②課題解決支援「はな」プログラム 

  ○対象：地域の社会的課題を解決する活動 

  ○助成金額：５０万円以内/助成率２/３ 

 ③文化芸術支援「つむぎ」プログラム 

  ○対象：秋吉台国際芸術村を活用した文化芸術活動 

  ○助成金額：５０万円以内/助成率２/３ 

《申請案内》 

  募集案内や申請様式は、ホームページからダウンロ

ードしてください。 

令和５年度「きらめき活動助成事業｣を募集します  

○説明会の開催 

 助成事業の概要や書類の書き方を説明し、個 

別相談のできる説明会を開催します。 

周 南 市 １月１８日（水）１８：００ 

下 関 市 １月２１日（土）１０：００ 

防 府 市 １月２２日（日）午前 

防 府 市 １月２５日（水）午前 

岩 国 市 １月２９日（日）９：００ 

柳 井 市 ２月１６日（木）１１：００ 

宇 部 市 未定 

萩  市 未定 

 詳細な日程、会場、参加方法は、ホームページをご

覧ください。 

○１１月からスタートしました 

１１月は、アンジェラ・アキ「手紙～拝啓 十五

の君へ～」をテーマに、合唱部員とピアニストの成

長を描く「くちびるに歌を」を上映しました。 

１２月は、「市船 soul」を作曲し２０歳で生涯

を終えた主人公と、彼の遺志を継いだ吹奏楽部を 

描く「２０歳 

のソウル」を 

上映しました。 

 西部会場では、コンパクトな会場を使って、地元野

菜を使ったお菓子づくりや、妊婦体験、男女共同参画

のパネル展示をはじめ、キッズダンスや手形・足形ア

ート、昔あそびなど、様々なブースで楽しんでいただ

きました。 

 お菓子づくりでは、子ども達が粉を振るいにかけた

り卵を割ったり、親子で仲良く作りました。 

マニィ大橋 さん 


